第５章　就学等の現状とニーズ　【障がい児】
１．就学等

（１）就学・就園の状況

障がいのある児童の就学・就園先は、義務教育である「小学校・小学部」「中学校・中学部」が比較的高くなっています。就学前においては、概ね「幼稚園」等や「保育所・保育園」に比べて「障害児通所施設（児童発達支援）」が高くなっています。

図表５－１　就学・就園の状況
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障害児通所施設（児童発達支援）

小学校・小学部

中学校・中学部

高等学校・高等部

仕事をしている

（家の仕事の手伝いや内職等含む）

就園・就学しないで家にいる

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）


（２）就学の形態

就学の形態は、小学校・小学部では、「通常の学級」が40.9％、「特別支援学級」が33.3％、「特別支援学校」が25.1％となっています。

一方、中学校・中学部では、「特別支援学級」が40.2％、「特別支援学校」が32.9％、「通常の学級」が24.4％と逆転しています。

図表５－２　就学の形態
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高等学校・高等部では、「特別支援学校」が58.2％、「通常の学級」が38.2％となっています。
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（３）希望する就学の形態

希望する就学の形態についてたずねたところ、「特別支援学級で勉強しながら、障がいのない子と勉強する機会をもちたい」が25.3％と最も高く、「同じような障がいのある子と一緒のクラスで勉強したい」も16.3％となっています。一方、「障がいのあるなしに関係なく、一緒のクラスで勉強したい」は24.3％あり、「通常の学級で勉強しながら、障がいのある子と勉強する機会をもちたい」も13.0％あります。
年齢別にみると、年齢が高いほど、「特別支援学級で勉強しながら、障がいのない子と勉強する機会をもちたい」と「通常の学級で勉強しながら、障がいのある子と勉強する機会をもちたい」が低く、「同じような障がいのある子と一緒のクラスで勉強したい」が高い傾向にあります。
障がい別にみると、「わからない」を除くと、身体・精神に障がいのある児童、手帳未所持者では「障がいのあるなしに関係なく、一緒のクラスで勉強したい」、知的障がいのある児童と小児慢性特定疾病患者では「特別支援学級で勉強しながら、障がいのない子と勉強する機会をもちたい」が、それぞれ最も高くなっています。

図表５－３　希望する就学の形態
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「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	障がい児
	・障がいの程度による

・その子次第

・できないことがあることを理解して強制しないでほしい

・集団が苦手のため、少人数対応で勉強したい

・静かなクラスで少人数で過ごしたい

・障がいのあるなしに関係なく少人数クラスを設けて勉強したい

・個に応じた対応をしてほしい。その人に合った支援や環境を考えてほしいし、対応を皆で考えていくことが大切

・先生と１対１で勉強したい

・障がいに理解のある先生がいる特別支援学級が理想

・学校内に支援学校と同様程度の手厚い支援を受けることができるクラスがあるとよい
・同じような障がいのある子と一緒のクラスという枠組みではなく、それぞれの子が自分に合った学習ができる場が必要だと思う。理解別のクラスや総合的な学習だったら障がい関係なくみんな一緒でなど、この世にはいろんな子が人がいることを学べるようにしてもらいたい

・大阪府のようにインクルーシブな取り組みをお願いしたい
・特にない


（４）就学・就園における困りごと

就学・就園での困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」が最も高くなっています。これ以外の具体的な選択項目の中では、「通うのに付き添いが必要」が最も高くなっています。
年齢別にみると、12～14歳では「授業についていけない、よくわからない」が最も高くなっています。
図表５－４　就学・就園における困りごと（複数回答）
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無回答
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12～14歳（n= 77）

15歳以上（n= 71）


障がい別にみると、「特にない」を除き、精神に障がいのある児童では「授業についていけない、よくわからない」、手帳未所持者では「友だちとのトラブルが心配」が、それぞれ最も高くなっています。
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「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	障がい児
	・学校が遠い

・送迎が必要で通学時間がかかること

・常に親の送迎なので負担である

・付き添う時間が負担で家族が就労できない

・駐車場が遠い

・交通機関などの配慮

・乗り換えのバス停の近くにトイレがない

・医療ケアがあると送迎バスを利用できない

・過去にてんかんがあるためバスが使えない

・スクールバスを利用しているが同じバス停の親のモラルがなく、トラブルになっている
・登校班がなくなるようで、一人で歩いて行くことになり心配
・学校に行くのを嫌がっている

・不登校

・集団生活についていけないことがときどきある

・給食が食べられないので４時間で帰ってくる

・先生の話を聞いておらず忘れものも多い

・授業中のノートの記入、授業外での行動などへの配慮や支援が充分でない

・担任の先生の理解と知識がなく、できないことの指摘を頻繁にされ、とても嫌な思いをしている

・交流級の先生が子どもの特性を理解しようとしたり受け入れようという気がない

・先生の数が足りない

・支援員が常に不足し困っている

・土曜保育を行っていても障がい児のため受け入れ不可など


（５）卒業後の進路希望
卒業後の進路希望についてたずねたところ、５歳以下以外は「通常の学級・学校、専門学校、大学等に進学したい」が最も高い一方、５歳以下では「特別支援学級、特別支援学校に進学したい」が最も高くなっています。なお、15歳以上では、「就職（一般就労）したい」が18.3％、「生活介護事業所、障害者デイサービスセンターを利用したい」が16.9％となっているなど、一般就労やサービスの利用については年齢が高いほど高い傾向にあります。

図表５－５　卒業後の進路希望
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生活介護事業所、障害者デイサービスセン

ターを利用したい .

通常の学級・学校、専門学校、大学等に進

学したい .

特別支援学級、特別支援学校に進学したい

考えていない

その他

無回答

障がい児 （n=400）

５歳以下（n= 72）

６～11歳（n=163）

12～14歳（n= 77）

15歳以上（n= 71）


障がい別にみると、知的障がいのある児童と小児慢性特定疾病患者では「特別支援学級、特別支援学校に進学したい」、精神に障がいのある児童と手帳未所持者では「通常の学級・学校、専門学校、大学等に進学したい」が、それぞれ最も高くなっています。なお、身体に障がいのある児童は、上記２項目が同率となっています。
また、「その他」として、「障がい者能力開発校に入学予定」、「在宅でサービスを受けたい」、「卒業時の状態をみて判断したい」、「わからない」などの記入がありました。
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２．未就学等

（１）未就学等の理由

「就園・就学しないで家にいる」児童にその理由をたずねたところ、「学校に通う年齢になっていないから」と「受入れてくれる幼稚園、保育園・保育所、障害児通所施設、学校がない」がともに37.5％となっています。
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図表５－６　未就学の理由
（２）就学等への意向

「就園・就学しないで家にいる」児童に就学等への意向についてたずねたところ、「障害児通所施設を利用したい」が50.0％、「幼稚園、保育園・保育所、学校に通いたい」が25.0％などとなっています。

[image: image11.emf]51.8 

6.9 

76.7 

54.5 

38.0 

42.1 

60.0 

50.0 

38.1 

62.2 

9.3 

2.8 

6.1 

16.9 

16.9 

12.0 

5.4 

11.9 

50.0 

9.2 

7.8 

16.7 

8.0 

1.3 

4.2 

4.5 

10.3 

11.9 

14.3 

3.1 

15.0 

8.3 

3.7 

23.4 

35.2 

23.3 

11.9 

23.8 

50.0 

4.8 

5.1 

10.3 

47.2 

3.7 

9.8 

9.7 

2.4 

33.3 

13.3 

5.0 

15.3 

1.8 

3.9 

2.8 

6.0 

2.7 

4.8 

6.1 

1.0 

2.8 

2.8 

2.3 

4.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障 が い 児 （n=400）

５歳以下 （n= 72）

６～11歳 （n=163）

12～14歳 （n= 77）

15歳以上 （n= 71）

身体障がい（n=133）

知的障がい（n=185）

精神障がい（n= 42）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 21）

手帳未所持（n= 98）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

小学校へ入学したら、利用したい わからない

無回答

年

齢

別

障

が

い

別

図表５－７　就学等への意向
３．放課後等デイサービス
学校の放課後や休業日に利用する放課後等デイサービスの利用状況等について、「利用している」は51.8％と高く、６～11歳では70％を超えています。なお、身体に障がいのある児童では42.1％、知的障がいのある児童では60.0％、精神に障がいのある児童では50.0％、小児慢性特定疾病患者では38.1％、手帳未所持者では62.2％となっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は7.8％となっており、知的・精神に障がいのある児童、小児慢性特定疾病患者で10％を超えています。
図表５－８　放課後等デイサービスの利用状況等
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